








(1) a 柄の悪い男が電車に乗ってきた． b 子ども連れの母親はさりげなく車両を移った．















(1) a 柄の悪い男が電車に乗ってきた． b 子ども連れの母親が居眠りをしいる．
は・・・…先行文脈との関連が表示されている叙述内容の文で使用されやすい
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( 4) a 女の車のブレーキランプが赤々と点灯した． b 次いで，友のウインカーが点滅













a 茶髪の女子高生が大声でおしゃべりをしている． b 頑固そうな老人がひなたぼっ
こをしている．
(6) 公園の風景
a 茶髪の女子高生が大声でおしゃべりをしている． b 頑固そうな老人は彼女たちを
にらみつけている．






a 寝間着を着た患者が立て続けにたばこを吹かしている． b 中年の看護婦が忙しそ
うに通り過ぎていった．
(8) 病院のロビーで
























( 9) a 背の高い男が店に入ってきた． b 店長が急にその場にしゃがみこんだ．
(10) a 背の高い男が店に入ってきた． b 店長は急にその場にしゃがみこんだ．









(13) a 背の高い男が店に入ってきた． b 店長が念、にその場にしゃがみこんだ． C そ
の男とは顔を合わせたくなかったのだ．




(15) a 背の高い男が店に入ってきた． b 店長は念、にその場にしゃがみこんだ． C そ
の男とは顔を合わせたくなかったのだ．






























以下本節では， Halliday& Hasan (1976）で述べられている「結束性」について概観すること
1膳（1997）で述べられているような， rがJ の，対立的な事柄を表す機能も同様の理由によるものと思わ
れるが，今後詳しく考察を進める必要がある．






Halliday & Hasan (1976）では，テクストの「結束性」について詳しく述べているが，同書で
は「結束性」を「文法的結束d性J 「語葉的結束J性」に大別している．文法的結束性とは，指示・
代用・省略・接続であり，語葉的結束性とは再叙・コロケーションである. 3-3.で観察する




































(17) a ウエイトレスがコーヒーの入ったカップをテーブルにおいた． b 背広を着た男
が店に入ってきた．
















a 高校生の集団が床に鹿り込んでいる． b 中年の女の人が隣の人に何か尋ねている．
(21) 電車の中で
a 高校生の集団が床に康り込んでいる． b 中年の女の人は眉をひそめて彼らを見て
いる．
(20) bには先行文との関連を表す要素が存在しない． しかし，（21)bには γ彼らJ という代名
詞が存在する．代名詞は前方照応的に，先行文脈に依存するので，代名詞の存在する文には
「は」使用文が用いられやすい. (22) (23) (24）も，代名詞を含む文が rはJ 使用文となっている
例である．
文脈から見た rが」と「はJ 157 
(22) a 若い男が息せき切って走ってきた． b 女（は／：持3が）彼を無視して突っ立ってい
fこ．
(23) a ヒ。エロの扮装をした男が風船を配っている． b 子供たち（は／＃が）喜んで彼か
ら風船をうけとった．































(27) a 突然，電車の扉が関まった． b 走ってきた男の人が足を滑らせて転んだ．














(30) a 中年の男性がたばこをふかし始めた． b 座っていた女の人が急に立ち上がった．







(32) a 中年の紳士がパーティー会場に入ってきた． b おしゃべりをしていた人たちが
けたたましく笑った．




文脈から見た「がJ と「はJ 159 
が用いられるものである．
「そのまま」などの副詞も「は」使用文に現れやすい．
(34) a 看板が倒れている． b 歩いていた男の人が突然きびすを返していってしまった．










(36) a 若い女がたばこを吸い始めた． b 中年の紳士が突然立ち上がった．






























(40) a 小さな子供が砂遊びをしている． b 初老の女性が気持ちよさそうに居眠りして
いる．






(42) a サラリーマン風の男が携帯電話でなにやら話している． b 中年の女性が熱心に
何かを読んでいる．












文脈から見た「が」と rは」 r6r 
a 初老の男がはげしく貧乏揺すりをしている． b 子供連れの女が眠っている子供の
頭をなでている．
(45) 駅のホームで


















a やくざ風の男が隣の若い女に因縁をつけている． b 若い男が気持ちよさそうに居
眠りをしている．
(47) 電車の中で
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